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研究成果の概要（和文）：アダプテッド・スポーツが展開される場は、障害のある人の受け入れ

を可能とするスポーツの多様性に気づくと同時に、誰もがつながり（ソーシャル・インクルー

ジョン）合える場であることの実感を通じて、これまでのスポーツ観や価値に揺らぎを起こし

ていることが把捉された。また、そこで創出される参加者自身の（意識）変化、人と人との関

係性の変化等に加えて、地域社会の変化を含む「コミュニティ形成」に果たす役割の可能性も

示唆された。 
 
 
研究成果の概要（英文）：This study found that adapted sports had contributed to paradigm 
shift on perspectives and values on sports by being a place in which people recognize 
diversity of sports as well as sense of social inclusion.   Moreover, it suggested that 
adapted sports had a potential role to establish a new community through the changes in 
perception and relationship of participants.   
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１．研究開始当初の背景 
現代社会による社会的弱者と呼ばれる

人々を対象とする「アダプテッド・スポーツ」
は、近年の福祉社会構築におけるノーマライ
ゼーションや QOL（生活の質）、共生などの
思想の拡がりを受け、その達成に向けたソー
シャル・インクルージョンの必要性が指摘さ
れつつある中で、ある特定の人々のための近
代スポーツを超えて、全ての人々がスポーツ

を楽しむことを権利として保障していこう
とする時、非常に重要なキーワードとなりつ
つある。 
アダプテッド・スポーツの研究の歴史は浅

く、とりわけ障害のある人のスポーツについ
ては、イギリスのストークマンデビル病院脊
髄損傷センター長であったグットマン博士
による、第二次世界大戦における戦傷者の医
学的なリハビリテーションの一つにスポー
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ツを積極的に取り入れ、素晴らしい成果をあ
げていたとされている。このストークマンデ
ビル大会を契機にして、障害のある人にとっ
てのスポーツの有効性が示され、アダプテッ
ド・スポーツの普及とともに研究も蓄積され
ることになった。 

わが国においては 1964 年の東京パラリン
ピックにより、国外に比べて国内における
「アダプテッド・スポーツ」に関する認識の
遅れが顕著に示されることになった。以降、
国内における障害のある人のスポーツに関
する研究なども行われるようになったが、そ
の視点はリハビリテーション医学などを中
心とする医学モデルからの視点が主なもの
であり、その成果は 1998 年の長野オリンピ
ックなど国際舞台における日本代表選手の
好成績へと繋がっているといえる。 

そして、2003 年には学術雑誌「障害者ス
ポーツ科学」が創刊され、また 2005 年には、
日本体育学会の専門分科会として「アダプテ
ッド・スポーツ科学」が発足するなど、アダ
プテッド・スポーツ研究は今まさにその活動
体制が整いつつあるといえる。 

一方で、これまで距離を置かれていた特殊
教育現場における体育・スポーツにおいても、
その指導方法論における研究や、スポーツと
は縁の無かった障害者スポーツアスリート
以外の障害のある人たちを対象にした研究
も見られるようになった。 

このように「アダプテッド・スポーツ」の
有効性が認知されていく中、地域においても
障害のある人を対象としたイベントも多く
開催されるようになってきている。しかし、
これらは、対象を限定した（例えば、障害の
ある人たちだけ）ものがそのほとんどを占め、
「アダプテッド・スポーツ」本来の意味を考
えた場合に、これを契機に全ての人々が交流
し合う機会の創出へはうまく生かせていな
い状況が見られる。 

 
 

２．研究の目的 
そこで本研究は、障害の有無や年齢に捉わ

れず誰もが参加可能な「アダプテッド・スポ
ーツ」を用いた地域交流を目的とする「スポ
ーツイベント」や、３つの多様性（種目の多
様性、世代や年齢等の多様性、技術レベルの
多様性）を包含しているとされる「総合型地
域スポーツクラブ」場面を中心に、（１）そ
こで創出される参加者（スタッフやボランテ
ィア等も含む）自身の（意識）変化、（２）
人と人との関係性の変化、または（３）地域
社会の変化など、「アダプテッド・スポーツ」
がもたらす様々な可能性をソーシャル・イン
クルージョンの視点より検討していくこと
を目的とした。 

 

 
３．研究の方法 
アダプテッド・スポーツを通したソーシャ

ル・インクルージョンの可能性を探るべく、
次の２つの場面に着目し、そこでのアンケー
ト調査やインタビュー調査を中心としたフ
ィールドワークを実施した。同時に、本研究
に関連する先行研究をはじめとする文献を
用いた理論構築のための質的研究も行った。 

 
(１) 障害のある人が会員として所属してい

る総合型地域スポーツクラブ 
まず着目したのは総合型地域スポーツク

ラブ場面である。そこに障害のある人が加入
しアダプテッド・スポーツが展開されること
によってもたらされるクラブメンバー間の
「気づき」と「つながり」の形成過程と「コ
ミュニティへのまなざし」の可能性について
過去の全国調査を基に抽出した２つのクラ
ブの事例とクラブ論を踏まえつつ検討した。 

報告者は 2007 年 8 月に、全国 1,196 の総
合型クラブを対象に質問紙郵送法による調
査を実施した。その結果、有効回収数 639部
（有効回収率は 53.4％）のうち会員として障
害のある人がいる総合型クラブの数は 111
（17.8％）クラブあることが把握できており、
その中からいくつかのクラブを取り上げ、現
地調査を行った。 
 
(２)地域交流を目的とするスポーツイベン

ト 
２つ目に着目したのは、地域交流場面。福

祉系 N大学所属のボランティアサークルが主
体となって開催している「障害の有無や年齢
にとらわれず、地域住民が一緒にスポーツや
レクリエーションを楽しみながら交流を深
める場づくり」を取り上げ、イベントスタッ
フ及びボランティアに対するアンケート調
査を実施した。 
 
 
４．研究成果 
(１)総合型地域スポーツクラブの事例から 
①C県 Sクラブについて 

S クラブは、障害のある人が全会員の約３
割を占め、スポーツのバリアフリー化をめざ
したクラブ運営を 1996（平成８）年より行っ
ている、約 600 名の会員が所属する NPO 法
人の総合型クラブである。特に、「運動が苦
手な子の教室（以下、「苦手な子の教室」と
する）」は S クラブの代表的な取り組みとし
て挙げられる。 
この苦手な子の教室の取り組みは、運動や

スポーツが「できる」、「できない」という問
題が、他者との比較というより、個々人の状
況に対してどの程度伸びたか、あるいは各人
の有する意識や感覚がどの程度広がったか



等をベースとして考えられる点に特徴があ
り、そのことで、「できる」ということの多
様性が担保され、それがクラブワーク（教室
後の反省会や定期ミーティング等）を通して
スタッフやボランティアを含めたすべての
クラブメンバーに共有されている。また、ボ
ランティアの確保やイベントの共催等で行
政や地域と連携しながらクラブ運営を行っ
ていることから、S クラブの取り組みが、地
域づくりへと繋がっているとも言える。 

総合型地域スポーツクラブは、もともとそ
の開放性によって異質な要素（メンバー同
士）の出会いが担保されており、各要素の直
接的な交流が相互承認の機会を創出するこ
とから、それによってメンバー一人ひとりの
楽しみが保障される空間であることが把捉
された。そして、そこにアダプテッド・スポ
ーツが導入され、異質性を可視化させる存在
である障害のある人がメンバーとして加入
することにより、相互承認の過程での気づき
や配慮の経験がクラブの枠を超え、当該地域
の課題や生活課題を共有する関係（クラブワ
ーク）を生みだし、課題解決に向けて社会に
影響を及ぼす集団としても期待されること
になることが明らかになった。 
 このように、総合型地域スポーツクラブへ
の障害のある人の加入は、バリアを可視化さ
せ、バリアフリーへの気づきとコミュニティ
形成への志向を促進する可能性を指摘し、ス
ポーツを通じた相互承認とクラブワークを
通した相互の学びによって、価値の多様性へ
のまなざし（ソーシャル・インクルージョン）
を生みだす可能性を示すこととなった。 
 
②K県 C クラブについて 
C クラブは、２年間の準備期間を経て 2007

（平成 19）年に設立を果たした障害者スポー
ツセンターを拠点とする全国でも先進的な
総合型クラブである。 
施設利用者である障害のある人と地域に

住む健常者を合わせた約 200 名が会員とな
り、教室への参加やクラブ主催の各種イベン
トへの参画による協働経験を重ねることで、
お互いのつながり（ソーシャル・インクルー
ジョン）と同時に会員意識が高まっているこ
と。また、会員数も年々増加傾向にあること
から、ノーマライゼーション理念の育成、バ
リアフリー意識の醸成が相乗的に達成され
つつあることをクラブスタッフは実感して
いるとのことであった。 
このように、障害のある人の会員を有する

総合型クラブは、策定された「スポーツ立国
戦略」が求めるスポーツを通じた「新しい公
共」を担う真のコミュニティの拠点になりえ
る可能性を十分に秘めていることが明らか
になった。しかし、そのためには障害のある
人が安全で安心して活動できる環境を整備

する必要があり、今回調査対象となった総合
型クラブのように、特に彼らのスポーツ・身
体活動に知識と理解のある指導者（スタッ
フ）を配置することが重要であることが明ら
かになった。しかし、例えば、日本体育協会
公認スポーツ指導者資格である「クラブマネ
ジャー」および「アシスタント・マネジャー」
は総合型クラブ運営には重要な人材として
位置付けられているが、その養成カリキュラ
ムには「障害者」に関する内容が含まれてい
ないことから、制度的な見直しも視野に入れ
る必要性を示すこととなった。 

総合型クラブにおいては、障害のある人の
加入によって、クラブ運営上の課題が伴うこ
とがある。例えば、経済的な不安定さを有す
る障害のある人も多く、会費納入の問題もそ
の一つである。そこで、Ｃクラブでは経済的
に会費納入が困難なメンバーに対して、減免
や特別料金を設定する方法ではなく、クラブ
事業に協力してもらうことで、会費の対価と
する方法が検討されている。ただ単に金銭的、
物理的な配慮をするのではなく、障害のある
人がどのような形での支援や援助を求めて
いるのかをふまえたうえで、メンバーシップ
の獲得を支援するとともに、社会貢献を包含
したさらなる社会参加機会を創出する仕掛
けづくりとして注目される。 
 
(２)地域交流イベントの事例から 
障害の有無や性別、年齢の差に捉われない

人々が参加するアダプテッド・スポーツを用
いたバリアフリーなスポーツイベントに着
目し、そこで活躍するボランティアに対して、
障害のある人や高齢者に対する意識やスポ
ーツ観および価値、イベント実施のもたらす
効果等についてのアンケート調査を実施し
た。 
 当イベントは 10 年前から毎年 1 回開催さ
れ、400 名を超える参加者を迎える地域恒例
イベントとして定着しており、福祉施設利用
の高齢者や障害のある人も参加している。ボ
ランティアスタッフの役割も様々であり、参
加者が体験する種目担当役から、参加者の支
援介助も担いながら一緒に種目を体験して
回る参加者同行役も存在する。 
 データ解析の速報結果としては、障害のあ
る人の受け入れを可能とするスポーツの多
様性に気づくと同時に、地域スポーツイベン
トとしての場が全ての人々の交流を促し、障
害のある人および高齢者に対するステレオ
タイプ的な意識を脱却する契機となること
も含めて、お互いのつながり（ソーシャル・
インクルージョン）を実現可能とする場とし
て機能することの実感を通じて、これまでの
スポーツ観や価値に揺らぎを起こしている
ことが示されているが、さらにデータの詳細
な解析を進め、さらに考察を深めていく必要



がある。 
 
(３)まとめ 
 以上、総合型地域スポーツクラブを中心と
する「アダプテッド・スポーツ」が展開され
る場面において、そこで創出される参加者自
身の（意識）変化や、つながり（ソーシャル・
インクルージョン）の実感による人と人との
関係性の変化等に加えて、地域社会の変化を
含む「コミュニティ形成」に果たす役割の可
能性が示された。 

本研究は単なる「アダプテッド・スポーツ」
の果たす役割を示す研究にとどまらず、地域
の全ての人々がふれあい、交流を深める機会
の創出を実現するための有効な基礎データ
につながり、さらには障害者理解、高齢者理
解など、ノーマライゼーションの更なる推進
と地域福祉の醸成に寄与するものである。 

さらに、2011年６月に公布されたスポーツ
基本法では、これまで以上に「地域スポーツ
の推進」が強調されスポーツによるコミュニ
ティづくりが期待されていることから、本研
究で得られる結果は、今後の地域スポーツ振
興のあり方に有効な視座を示すことにもな
ると考えられることから、アダプテッド・ス
ポーツによる新たなコミュニティ形成の可
能性を探るべくさらに研究を進めていくこ
とが求められる。 
 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
〔学会発表〕（計２件） 
①山田力也、アダプテッド・スポーツの振興

のあり方を考える－総合型地域スポーツ
クラブの調査および取り組み事例から－、
日本体育学会アダプテッド・スポーツ専門
分科会シンポジウム、2010年 9月 9日、中
京大学 

②山田力也、大学サークル主導による地域住
民と学生のアダプテッド・スポーツを用い
た交流の実践、日本体育学会アダプテッ
ド・スポーツ専門分科会シンポジウム、
2009年 8月 27日、広島大学 

 
〔図書〕（計２件） 
①黒田次郎、遠藤利文編著、叢文社、スポー

ツビジネス概論、2012、pp.123-134. 
②松田恵示、松尾哲矢、安松幹展編、世界思
想社、福祉社会のアミューズメントとスポ
ーツ、2010、pp.220-234. 

 
６．研究組織 
(1)研究代表者 

 山田 力也（YAMADA RIKIYA） 

西九州大学・健康福祉学部・准教授 

 研究者番号：00320317 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


